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ヅ t′ ,卜辛P発九ルキt夕。%嵐しく茂基した。

lELに 基カス締品のlPLと な轟I(肉連して
いる。

ほ のηPLの象高値‖%に対してわれわれに彙島
22%の 外字′り書の結晶Lえ て 1ヽ3。

｀
ヽたクヾつてが午

未ス現゛れ bマにL博 いら|く 鍋めらわ b可拒ll・tがえ。い。

'Lの
Fl淑格bttlたの曖慎あ・

ょびZn‐ 0発えΨだの構1・t喚仁 |ヽきつて行われるが′わにわれのPLの 発九り年ヮ
ユた依みll・■の解析から′発えラ孝とぁ・。たてい3奪 ロヒして力げ■

'声

九′ れ ,cr昇偉
金 分た呻たの起しイガイヒなとヽヵヽィ

"商

される。さatら の書1作ァがえ夕1・ 4子われ 3な ら

ぼ静キっ一滑 つ夜与が重九され bでぁら,。

10

お
ヽ
こ
‥
一相
ｔ
．ぃ．Ｃ

ｔ
ご

０
上
Ｎ

Te cOnttant:n Gα melt(at%)

ヤ 2 図

・
~ZnC‐
l:2

●ZnO‐ li3

0,:)Gα

ビmisJon lntcnjレ 仏「bu)

ヤ 3 図


